
「コミ協の位置づけ・役割」の検討について 

＜理念的な記載＞ 

⇒詳細に規定されるとコミ協の

自主性が損なわれてしまうの

で、大まかな表現でいい 

単 独 条 例 

「
自
治
基
本
条
例
」
の
一
部
改
正

要     綱 

＜より具体的な記載＞ 

⇒「コミ協・市の役割」

「担ってほしい事業」 

など列記して，しっかりと 

規定してほしい 

自治基本条例の改正のみ 

協働指針・手引きなど 
【メリット】 

・自由度が高い。弾力的な運用ができる

【デメリット】 

・内容が協働の部分に限定される 

・ガイドラインに過ぎない

【メリット】 

・自由度が高い。弾力的な運用ができる 

・条例に準じる形で明確化できる

【デメリット】 

・方針が変わる可能性あり

【メリット】 

・コミ協の位置づけ等をさらに明確化できる 

【デメリット】 

・活動が条例に縛られる 

・改正には議会の議決が必要 

・附属機関になり公募委員が必要になる

・コミ協の活動について市民に安心感が生まれる 

・首長が交代しても市の姿勢としてブレない

理念 

【メリット】 

・自由度が高い。弾力的な運用ができる

【デメリット】 

・コミ協の役割等の具体的な記載がない

検討委員会の意見 

よ
り
弾
力

よ
り
厳
格

コミ協の条例化 

＜条例・要綱など形式を問わず規定すべき＞ 

・自治基本条例は理念なので，コミ協の役割・位置づけが書いてあれば良いと思う。 

・理念は自治基本条例に出ているので，具体的にどう動いてほしいのか，どういうあり方を期待しているのかを，市がある程度示すことが大事である。 

・行政がコミ協に担ってもらいたいことをはっきり明記したほうが良い。 

・条文化すると市が介入するといった危険性をはらむが，コミ協発足当時は行政が指導したのだから，市が主体的にすべきだと思う。 

・コミュニティは自主・自立が基本であり，行政はそれを妨げてはいけない。それに抵触しない範囲内で，実情に合ったものを条例・要綱は必要である。 

・理念だけでは人は動かないので，ある程度の役割は示したほうが良い。 

・コミ協はこういうものだという定義は必要と思う。 

・理念をきちんと作っておくべきだと思う。あとは別添という形で参考程度の活動を羅列するという手もあると思う。 

<自治基本条例が望ましい＞ 

・他団体等のことを考えると，コミ協の理念の

みの記載がベターと思う。 

＜単独条例が望ましい＞ 

・狭い規定ではなく，市が期待するものという

幅広い表現で単独条例を作ったら良いと思

う。 
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